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1986年以来、静岡県東部に広がる ローム層!の先土器遺跡居準から出土する 石

を対象に、エネルギ一分散型マイクロアナライザーによる主要元素組成分析(EDS)を行ってきた。

同時に中部地方@関東地方の黒曜石原石試料についても同じ方法で対象データを蓄積してきた。その

結果、原石産地の分析データと出土遺物の分析データを比較することの有効性を確認でき、先土器時

代各期の黒曜石原石産地の推移を明らかにできることを知った(高矯@西田、 1986" 1988) 0しかし、

これまで分析に供した試料は石器製作時の剥片が主体で、製品そのものの分析は少数であった。剥片

の分析であっても、同時に近接して石器の完形品が大量に発見されていたので、先の推定には大きな

はなかった。今回は上記地域の遺跡群から出土した黒曜石石器の完形品を主とした分析から、

を行った。
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